
 

 

 

 

今年もまた、さやま市民大学パパママのお助け隊養成講座が始まりました。２２名の

受講生を前に、４月２４日、子育てにかかわる市役所の４課（こども課・保育課・社

会教育課・学務課）の方々と修了生を交えたパネルディスカッションを行いました。 

各課の支援にも拘わらず、深刻なのは狭山市の出生率が極めて低いことです。 

右の表は１５歳から４９歳までの１人の女性が一生に 

生む子どもの数の平均を示した合計特殊出生率です。現 

在の人口を維持するためには 2.07 が必要で、人口減と共 

に急増するのは高齢化率。プレイスのパパママはこの状 

況をどう思いますか。こんな話し合いもいいのでは？ 

 

 

 

          

           

           

           

 

 

 

              

 

 

 

 

 

 

 

 

午後のひと休みが終わった頃から、〝こんに 

ちは！″元気な声となつかしいお顔が次々と 

プレイスのフロアに集まってきました。〝ただ 

いま～！″とピカピカの制服姿の子どもたち。 

ママたちも赤ちゃんスペースですぐに輪をつくり〝 

〝久しぶり″〝元気だった？″と懐かしそうです。 

その輪も次々大きくなって･･･。当日は１５組の 

親子が集まりました。たった１ヶ月前までは何と 

も思わなかったのに、まるで実家に帰ってきてく

れた             れた娘の家族（？）のようで、スタッフも心楽し

く              くなりました。子どもたちが安心しきって遊んで

いる姿            いる姿がとても印象的でした。小さい時から慣れ

親しんだ場所とおもちゃと友だちと・・・。おだやかな時が流れていきました。 

ＮＰＯ法人さやま保育 

サポートの会 代表 諏訪きぬ 

 

       

 

 

若葉のようにすくすくと  

つい先日までお母さんのおっぱいを飲んでいたあの子もこの子

も卒所して行きました。新しい道を歩き始めたその〝最初の一

歩の日″は、満開の桜の上に白い雪が積もりました。案じてい

ました。入学式は？入園式は？･･･と。 

でも、その後に会ったあの子もこの子も〝たのしかったァ！″とのこと。良かった！大きくな

ったね❤心より拍手を贈りました･･･。そしてまた新しい赤ちゃんとお母さんの出会いが始ま

って、もう５月。若葉も芽吹き始めました。 

 

★いやだいやだ（福音館書店、せなけいこ作・絵 ）★ 

―いやだいやだっていうルルちゃん～さあたいへん 

み～んな、いやだいやだっていうようになっちゃった。 

ルルちゃんどうしよう…― 

★くっついた（こぐま社、三浦太郎作）★ 

―金魚さんもあひるさんもぞうさんもくっついた～

ッ！ 

あとはだれとだれが〝くっついた″のかな･･･？― 
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５月５日は、端午の節句・菖蒲の節句と言われる「子どもの日」です。節句のは

じまりは、邪気を払うために菖蒲や蓮を軒につるしたのが、始まりだそうです。

今でも菖蒲湯に入ると、その年は健康に過ごせると言われていますね。 

 

 

そこで今回の折り紙遊びでは「鯉のぼり」や「かぶと」

など子どもの日にちなんだものを中心に行いました。

「かぶと」は、「飾りかぶと」と新聞紙で折った「か

ぶって遊べるかぶと」を作りました。遊べる折り紙と

して「紙飛行機」と「紙鉄砲」を折ると、「これ、 

作ったことある！」と懐かしそうに話をしているお母さんの姿が見られました。 

★もうねんね（童心社、松谷みよこ作瀬川康男絵）★ 

―ねむたいよう ワンもニャーンもコッコもピヨもねむた 

いよう･･･み～んなねむたいね･･･― 

穏やかに遊ぶ子どもたち 

話しが盛り上がってます。 
 

 H15   H24 

狭山市 1.09 1.18 

埼玉県 1.21 1.29 

全国 1.29 1.41 

               


